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総　数　26,663人・男　12,675人・女　13,988人・世帯数 9,815世帯　平成 23 年7月1日現在

『文字放送』　　　（石井有線テレビ）　　　　　　毎日
『石井町政だより』（徳島新聞・ホームページ）　　毎月第３火曜日
『ホームページ』　　http://www.town.ishii.lg.jp/

石井町の広報

町民のうごき

祝
　昨年９月から建設工事を進めていた高浦中学校体育館が
完成し、７月１２日に落成式を迎えました。
　新しい体育館は、鉄骨造り平屋建て延べ床面積
2,114平方メートル（旧体育館の約２倍の広さ）
で、武道場（450平方メートル）も併設していま
す。また、耐震性も十分確保しており、災害時には
避難所として活用します。
　学校教育・地域スポーツ・防災など総合的な地
域の活動拠点として、町民のみなさんに愛される
体育館となることを願っています。

高浦中学校の新体育館が完成！主　な　内　容
石井町の家計簿……………………………2～3Ｐ
議会だより………………………………………4Ｐ
平成23年度石井町職員等採用試験案内……5Ｐ
町長コラム……………………………………5Ｐ
お知らせ……………………………………6～7Ｐ
自主防災組織を結成しましょう………………8P
清掃センターからのお知らせ…………………9P
いしいスナップ…………………………10～11Ｐ
ふれあい広場……………………………12～13Ｐ
石井町飯尾川公園夏祭り……………………14Ｐ

石井町イメージキャラクター

「ふじっこちゃん」

〈北西側〉 〈内部〉

〈南側〉



石井町の家計簿石井町の家計簿
●平成23年度石井町一般会計当初予算 78億2,000万円●

利子割交付金　　 　  1,121万7千円（0.1%）

寄 附 金  10万1千円（0.0%）
財産収入  48万2千円（0.0%）
繰 越 金  2,000万円（0.3%）

株式等譲渡所得割交付金　210万1千円（0.0%）
交通安全対策特別交付金　　  410万円（0.0%）
配当割交付金　　　　　　423万8千円（0.1%）

投資及び出資金　0千円（0.0%）
積立金　　  1,100万円（0.1%）

自動車取得税交付金　1,749万2千円（0.2%）

予備費　　　　　    2,000万円（0.3%）

災害復旧事業
1万3千円（0.0%）

維持補修費　1億6,638万4千円（2.1%）

地方特例交付金　　　　  3,200万円（0.4%）
地方譲与税　　　　　　  9,330万円（1.2%）
地方消費税交付金    2億983万6千円（2.7%）

町　税
25億3,183万9千円
（32.4%）

人件費
17億2,809万9千円
（22.1%）

扶助費
14億9,553万8千円
（19.1%）

公債費
11億1,049万3千円
（14.2%）

普通建設事業
4億2,368万2千円
（5.4%）

投資的経費
4億2,369万5千円
（5.4%）

物件費
13億7,398万6千円
（17.6%）

補助費等
8億3,331万4千円
（10.7%）

繰出金
6億5,749万1千円
（8.4%）

地方交付税
20億円（25.6%）

町債
4億8,020万円
（6.1%）

県支出金
6億3,926万3千円
（8.2%）

国庫支出金
8億856万4千円
（10.3%）

自主財源
35億1,768万9千円
（45.1%）

義務的経費
43億3,413万円
（55.4%）

その他の経費
30億6,217万5千円
（39.2%）

依存財源
43億231万1千円
（54.9%） 諸収入

1億5,048万5千円（1.9%） 

繰入金
5億9,206万1千円（7.6%）

分担金及び負担金  　  7,569万3千円（1.0%） 

使用料及び手数料 1億4,702万8千円（1.9%） 

歳　入
78億2,000万円

歳　出
78億2,000万円

歳入予算額
および
構成比

歳出予算額
および
構成比

積立金・町債現在高〈一般会計〉

平成22年度末現在高

４５億９８７万1千円積 立 金　

７１億２６０万６千円町　　債

平成 23年 7月 15 日　（2）第 161 号 広 報 い し い



石井町の財政を、「家計簿」に例えると
石井町の財政状況をより身近に感じてもらうため、

平成 23 年度一般会計予算を年収 500 万円（月収 41 万７千円）の家計に例えてみました。

0 300 600 900 1200 1500

0 20 40 60 80 100 120

預貯金（積立金） 合計
770万8千円

合計
111万5千円

合計
111万5千円

合計
1,213万9千円

ローン（町債）

（万円）

（万円）

給料
（町税など）
41万7千円

食費
（人件費）
24万6千円

ローンの返済（公債費）15万8千円

光熱水費
（物件費）
19万6千円

医療費
（扶助費）
21万3千円

子どもへの仕送り　9万4千円
（他の特別会計への繰出金）

預貯金の積み立て（積立金）2千円

その他（補助費等など）12万2千円

親からの支援
（地方交付税、国・県支出金など）

54万5千円

預貯金の取り崩し（繰入金）
8万5千円

銀行などからの借入（町債）
6万8千円

（自主財源） （依存財源）

自宅の増改築・修繕費（普通建設事業、災害復旧事業、維持補修費）8万4千円

子どもへの仕送り（他の特別会計への繰出金）9万4千円

貯金の積み立て（積立金）2千円

ローンの返済
（公債費）
15万8千円

その他（補助費等など）12万2千円

収　　入
（一ヵ月あたり）

支　　出
（一ヵ月あたり）

預貯金残高

ローン残高

　上のグラフを見てみると、給料と親からの支援を合わせた96万2千円よりも、1カ月の支出
総額が111万5千円と上回っており、銀行などからの借入や調整のための預貯金の取り崩し
により、やりくりしていることが分かります。
　家計において、食費や医療費は必要なもので、ローンの返済もしなければなりません。この
３つは、町の会計において義務的経費といわれ、その支出が義務づけられ任意に削減できない
経費とされています。
　昨年度に比べて「自宅の増改築・修繕費」が減っているのは、高浦中学校屋内運動場新築工事や
石井小学校耐震化工事など昨年度のような大きな事業が減少しているためです。また、「医療費」
が増えているのは、乳幼児等医療費助成事業の対象年齢を中学校卒業までに拡大したり、新たに高
齢者を対象とした肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業を開始したりしたためです。
　今後も厳しい状況は続きますが、限られた財源を有効に活用した行政サービスに取り組ん
で参りますので、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。

　平成 23 年度の一般会計当初予算額は 78 億 2,000 万円で、前年度当初予算額 79 億 8,300
万円に比べて1 億 6,300 万円の減額となり、率にして2.0％の減となっています。
　構成比でみると、歳入は町税が全体の 32.4％で最も多く、ついで地方交付税の 25.6％となって
います。一方、歳出は人件費が 22.1％、ついで扶助費の 19.1％となっています。

平成 23年 7月 15 日　第 161 号（3） 広 報 い し い



●
石
井
町
課
及
び
室
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　災
害
等
の
発
生
時
の
対
応
を
一

元
的
に
担
う
「
危
機
管
理
対
策

室
」
を
新
設
す
る
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　介
護
認
定
調
査
員
の
項
目
を

追
加
す
る
た
め
、
本
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損

控
除
額
等
の
特
例
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
税
控
除
の
適
用
期
限

の
特
例
及
び
固
定
資
産
税
の
特

例
等
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
医
療

給
付
費
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
及

び
介
護
納
付
金
の
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
等
、
地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
を
禁

止
し
、
罰
則
規
定
を
整
備
す
る

た
め
、本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　人
権
擁
護
委
員
、
平
岡
良
美
氏

（
池
北
）
の
任
期
が
平
成
23
年
９
月

30
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ

の
後
任
候
補
者
と
し
て
同
氏
を
再
推

薦
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　石
井
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
、藤
川
博
氏（
重
松
）

の
任
期
が
平
成
23
年
７
月
６
日

に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
そ
の

後
任
委
員
と
し
て
同
氏
を
再
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
石
井
町
監
査
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　石
井
町
監
査
委
員
と
し
て
、
福

本
慶
氏
（
下
浦
）の
選
任
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

●
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
石
井
２
６
５
号
線
（
石

井
７
８
３
―
10
〜
石
井
７
８
５
―

５
）を
町
道
に
認
定
す
る
た
め
、
議

会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

●
平
成
22
年
度
石
井
町
一
般
会

計
の
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

の
報
告
に
つ
い
て

　「省
エ
ネ
法
に
関
す
る
中
長
期

計
画
書
等
作
成
事
業
」
な
ど
７

事
業
を
、
繰
越
明
許
費
と
し
て
繰

り
越
し
た
の
で
報
告
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
土
地
開
発
公
社
の
平

成
22
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算

に
つ
い
て

　石
井
町
土
地
開
発
公
社
の
平

成
22
年
度
の
決
算
に
関
す
る
書

類
を
作
成
し
、
提
出
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
議
会
議
員
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例　石

井
町
議
会
議
員
の
定
数
を
16

人
か
ら
14
人
に
減
じ
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
石
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　石
井
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

に
つ
い
て
、
議
長
は
月
額
29
万
８
，

０
０
０
円
（
２
万
５
，０
０
０
円
減
）

に
、
副
議
長
は
月
額
24
万
９
，
５
０

０
円
（
１
万
４
，０
０
０
円
減
）
に
、

議
員
は
月
額
20
万
３
，０
０
０
円（
１

万
２
，
０
０
０
円
減
）
に
改
定
す
る

た
め
、
本
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
を
要
望
す
る
決
議

　平
成
23
年
度
に
実
施
予
定
の
特

別
委
員
会
先
進
地
視
察
研
修
を
中

止
し
、
そ
の
予
算
１
６
０
万
円
を
被

災
地
の
４
町
村
（
宮
城
県
利
府
町
・

大
和
町
・
柴
田
町
、福
島
県
飯
館
村
）

に
見
舞
金
と
し
て
送
る
こ
と
を
要
望

す
る
決
議
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ

の
支
援
と
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

●「
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ
の

支
援
と
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求
め
る

意
見
書
」
採
択
を
求
め
る
請
願
書

条
例
の
一
部
改
正

人

　
　
　事

補
正
予
算

報

告

提

出

そ

の

他

議
員
提
出
議
案

町
政
の
概
要

 

平
成
23
年
第
2
回
定
例
町
議

会
を
平
成
23
年
6
月
13
日
か
ら

21
日
ま
で
の
9
日
間
の
日
程
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
町

提
出
の
議
案
は
、す
べ
て
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請

願

　第
２
回
定
例
町
議
会
の
「
町

政
の
概
要
」
に
つ
い
て
は
、
次

号
の
広
報
（
９
月
15
日
発
行
予

定
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

補正額 7,275 万 1 千円
予算の総額 78 億 9,275 万 1 千円
補正額の内容
　歳出 民生費 135 万円
 消防費 7,140 万 1 千円
　歳入 地方交付税 7,230 万 1 千円
 諸収入 45 万円

●平成23年度石井町一般会計補正予算（第１号）

補正額 7,275 万 1 千円
予算の総額 78 億 9,275 万 1 千円

補正額の内容
歳出 民生費 135 万円
消防費 7,140 万 1 千円

歳入 地方交付税 7,230 万 1 千円
諸収入 45 万円

否

　決

不
採
択

平成 23年 7月 15 日　（4）第 161 号 広 報 い し い



平成23年度　石井町職員採用試験案内

平成23年度　名西消防組合消防職員採用試験案内

【 受 付 期 間 】　7 月 25 日（月）～ 8 月 8 日（月）
【第１次試験日】　9 月 18 日（日）　【試験会場】　徳島大学総合科学部

【 受 付 期 間 】　7 月 25 日（月）～ 8 月 8 日（月）
【第１次試験日】　9 月 18 日（日）　【試験会場】　徳島大学総合科学部

受　　験　　資　　格採用予定数試　験　区　分

昭和58年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた者3名程度
一 般 事 務

（高校卒業程度）

昭和58年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた者で、保育士の資格を有
する者又は平成24年3月31日までに保育士の資格を取得する見込みの者

6名程度
保 育 士

（短期大学卒業程度）

昭和58年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた者で、幼稚園教諭の免許を
有する者又は平成24年3月31日までに幼稚園教諭の免許を取得する見込みの者

1名程度
幼 稚 園 教 諭

（短期大学卒業程度）

◎申し込みできる「試験区分」は、一つに限ります。申し込み後は、「試験区分」の変更はできません。

町長コラム

河
野
俊
明

河
野
俊
明

平成２3年度　自 衛 官 等 募 集 案 内
試　験　期　日受　付　期　間資　　　　格種　　　　目

9月24・25日9月5日～9月8日高卒（見込含）21歳未満の者か
つ高等学校長の推薦等必要推薦防衛大学校

学　　　 生 1次・11月5・6日
2次・12月13～17日9月5日～9月30日高卒（見込含）21歳未満の者

（自衛官は23歳未満）一般

1次・10月29・30日
2次・12月7～9日9月5日～9月30日高卒（見込含）21歳未満の者防 衛 医 科 大 学 校

学　 　 　 　 　 生
1次・9月23日
2次・10月15～20日
3次・11月12日～12月15日

8月1日～9月9日高卒（見込含）21歳未満の者航 空 学 生

1次・10月22日
2次・11月19・20日9月5日～9月30日高卒（見込含）24歳未満の者看 護 学 生

1次・9月17日
2次・10月6～13日8月1日～9月9日18歳以上27歳未満の者一 般 曹 候 補 生

受付時にお知らせします年間を通じて行っています
18歳以上27歳未満の者

男子自 衛 官
候 補 生 9月25～28日のいずれか1日8月1日～9月9日女子

自衛官募集ＨＰ等で3月中旬頃
お知らせします。11月1日～12月16日高 等 工 科

学 校 生 徒 1次　平成24年1月14日
2次　平成24年1月28～31日

11月1日～
　　　　平成24年1月6日中卒（見込含）17歳未満の者

受　　験　　資　　格採用予定数試　験　区　分

昭和61年4月2日から平成6年4月1日までに生まれた者で、深夜勤務のできる者2名程度消防職員（消防士）

中卒(見込含)17歳未満の者かつ
中学校長等の推薦等必要
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こ
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議
員
の
皆
様
に
感
謝
す

る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
四

年
間
も
こ
の
よ
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願
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す
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で

何
が
で
き
る

石
井
町
長

石
井
町
長

☎

☎

☎

推薦

一般
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　７月中に、有効期限平成24年
７月31日と記載された新しい被
保険者証（みどり色）を郵送でお
送りします。
※８月１日以降は、古い被保険者
証（濃いクリーム色）は使えません
ので、ご注意ください。

　現在お持ちの「後期高齢者医療
限度額適用・標準負担額減額認定
証」は、有効期限が平成23年７月
31日となっています。平成23年度も
住民税非課税世帯で、引き続き「認
定証」を利用される方は更新が必
要です。
　６月に徳島県後期高齢者医療広
域連合事務局からお送りした認定
申請のお知らせをご覧いただき、長
寿社会課へ申請してください。

　後期高齢者医療制度に加入され
ている方を対象に、糖尿病などの生
活習慣病の早期発見や重症化の予
防のため、健康診査を実施します。
　健康診査の対象となる方には
「健康診査受診券」をお送りします
ので、ぜひ受診しましょう。
健診項目  身体計測、血圧測定、

血液検査、尿検査
受診費用 無料
受診期間 受診券を受け取られた
ときから12月末日まで
　長寿社会課 ☎６７４－６１１１

　認知症高齢者が、住み慣れた
地域で安心して暮らすことのでき
る社会作りを目指し、認知症に対
する正しい理解と普及を図ること
を目的に、認知症サポーター養成
講座を開催します。
　認知症サポーターとは、認知症
について正しい知識をもち、認知

症の人や家族を応援し、「認知症
になっても安心して暮らせるまち
づくり」を目的とするボランティア
です。
　第１回目は、高川原公民館分館
で行います。今後、各地区公民館
分館を会場として、地区単位で随
時開催する予定です。
と　き ７月27日（水）
 午前10時～正午
ところ 高川原公民館分館２階
対象者 高川原地区在住の方
　受講希望者は、長寿社会課ま
でご連絡ください。

☎６７４－６１１１

　水道メーターは、計量法で８年間
の有効期限が定められています。検
査満了に伴う水道メーターを次のと
おり交換します。身分証を携帯した
委託業者が、宅地内に入り作業を
行いますので、ご迷惑をおかけしま
すが、ご協力をお願いします。
期　　間 12月16日まで
日　　時 月曜日～土曜日
  午前９時～午後５時
委託業者 上村工業
  ☎６７５－１５８０または
  ☎０９０－１００６－０７８０
※水道メーターの交換で費用をい
ただくことはありません。
　水道課 ☎６７４－１１４１

　浄化槽を設置されている方は、１
年に１回、浄化槽の水質に関する
検査（法定検査）を受けなければな
らないと浄化槽法に規定されてお
り、業者が行う保守点検・清掃とは
別に受けなければいけません。
　次の期間に、徳島県知事指定検
査機関である、(社)徳島県環境技
術センターの職員が連絡・訪問し
ますので、ご協力をお願いします。
期　　間 ８月５日～26日
対象地区 石井町全域
　（社）徳島県環境技術センター 

☎６３６－１２３４

　平成24年度から、非木造(鉄
筋コンクリート造・コンクリート
ブロック造・鉄骨造など)の冷蔵
倉庫（保管温度が10℃以下に
保たれる倉庫）の固定資産税に
ついて、評価額が早く減少する計
算方法が適用されます。
　町内に対象となる非木造の冷
蔵倉庫（建物）を所有されている
方は、お手数ですが税務課固定
資産税係までご連絡ください。
　なお、倉庫内に単に冷蔵庫を
設置しているような場合は、該当
しませんのでご連絡は不要です。
　税務課　　 ☎６７４－１１１５

　日本脳炎予防接種について、平
成７年６月１日～平成19年４月１
日生まれで、第１期・第２期の接種
が未完了の方は、20歳になる前々
日まで定期接種として受けること
ができます。接種希望者は、母子
健康手帳を持参し保健センター
へ予診票を取りにお越しください。
　保健センター   ☎６７４－０００１

　平成22年度の情報公開請求件
数は、10件でした。
◆請求件数課別内訳
・総務課 ７件
・税務課 １件
・いきいき産経課 １件
・清掃センター １件
◆請求内容の内訳
・委託関係 ２件
・行政一般（内部管理・財産・その他）   ７件
・議会関係 １件
◆請求に関する決定
・公開 ９件
・部分公開 １件
※なお、担当課及び請求内容が複数の
場合は、代表するもので計上しています。
　総務課　　 ☎６７４－１１１１

石井町情報公開制度の
運用状況のお知らせ

問

問

問

問

問

問

問

長寿医療制度（後期高齢者医
療制度）からのお知らせ

認知症サポーターになりませんか

水道課からのお知らせ

後期高齢者医療限度額適用・
標準負担額減額認定証の更新

平成23年度  健康診査について

浄化槽法定検査のお知らせ

日本脳炎定期予防接種について

非木造の冷蔵倉庫を所有され
ている方はお知らせください
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「お知らせ」は、こちらからお読みください

◆立候補予定者説明会
日　時 ７月29日（金）  午前10時～
場　所 役場２階第１会議室
 （１候補２人以内）
※立候補の届出などに必要な書類
をお渡ししますので、立候補を予定
している方は、必ず出席してください。
◆告示日　８月23日（火）
◆立候補届受付
日　時 ８月23日（火）
 午前８時30分～午後５時
場　所 役場２階第１会議室
◆投・開票日　８月28日（日）
　石井町選挙管理委員会

☎６７４－１１１４

と　き ９月14日（水）
 午前９時30分～
ところ 中央公民館
対象者 平成23年中に80歳以上
になる石井町在住の方（８月上旬
に往復ハガキにてご案内します。）

※式典は一般開放しています。お気
軽にご来場ください。

対象者 平成23年中に結婚後50
年（金婚）・60年（ダイヤモンド
婚）を迎えるご夫婦、またはすで
に経過し過去に申請をされてい
ないご夫婦
受付期間　８月１日まで
　長寿社会課 ☎６７４－６１１１

寝たきりにならないために
～脳卒中・心筋梗塞、骨粗しょう症

を防ぐためには～
と　き ７月31日（日）
 午後１時半～３時半
ところ ＪＡ名西郡本所別館
 （石井町役場前）
内　容  健康講座／阿波踊り体操
／悩み相談コーナーなど
参加費  無料
※石井町健康マイレージのポイン
ト対象となります。
　名西郡医師会 ☎６７４－６１８１

と　き ①７月22日（金）
 　午後１時～４時
 ②７月23日（土）
 　午前９時～正午
ところ 東徳島医療センター附属
看護学校（板野町大寺字大向
北１―１）

内　容  公開講座「生活習慣病と
血圧」／看護技術体験／在校生
との座談会など
参加費  無料
※参加日時を選んで、電話でお申
し込みください。
　独立行政法人国立病院機構東
徳島医療センター附属看護学校

☎６７２－４５３４

　７月１日より、「危機管理対策室」
を新たに設置しました。
　業務内容は、消防・防災に関す
ることなどです。
　危機管理対策室（役場庁舎２階）

☎６７４－１１７１

　石井町の人権擁護委員として
高田義弘さんが、７月１日付で法
務大臣より再委嘱されました。
　住民課 ☎６７４－１１１４

　ひとり親家庭の生活の安定と児
童の健全育成を図るため、監護・
養育されている児童が18歳に達
した年度末（障がいを有する児童
は20歳未満）まで支給されます。

手当の対象となる児童
父母が離婚した児童／父または母が
死亡した児童／父または母が重度の
障がいのある児童／父または母が生
死不明な児童／父または母が１年
以上遺棄している児童／父または母
が１年以上拘禁されている児童／母
の婚姻によらないで生まれた児童／
父・母ともに不明である児童

　すくすく子育て課
☎６７４－１６２３

　精神または身体に一定以上の障
がいを有する20歳未満の児童を監
護・養育している方に支給されます。
　ただし、障がい年金を受けている
場合や児童福祉施設等に入所して
いる場合などは支給されません。
　すくすく子育て課

☎６７４－１６２３

　放送大学では、平成23年度第２学期
（10月入学）の学生を募集しています。
出願期限　８月31日まで
　放送大学徳島学習センター

☎６０２－０１５１

　特定健康診査の対象となる方
に、「特定健康診査受診券」を郵
送でお送りしています。受診券を
受け取られた方は、同封されてい
る特定健診実施機関リストに記
載のある医療機関等で受診して
ください。
健診費用自己負担額　1,000円
受診期間 ９月30日まで
　住民課 ☎６７４－１１１４

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

お知らせ
Information

石井町議会議員一般選挙
執行予定について

催し・講習

敬老会・金婚者激励会

町民健康講座

暮らし

児童扶養手当

オープンスクールのお知らせ

金婚・ダイヤモンド婚の
該当者を募集しています。

課の再編について

特別児童扶養手当

人権擁護委員に高田義弘さん

放送大学10月生募集

国保からのお知らせ
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と　　き ７月26日（火）
  午後１時～４時
と こ ろ 中央公民館２階
相談人数 ５名（先着順）
相談時間 １人約30分
受付期間 ７月19日～21日
申込方法 総務課へ電話でお申
し込みください。

※原則として、初回の方を優先させ
ていただきます。
　総務課 ☎６７４－１１１１

　いじめや差別、暴力、虐待、パワ
ーハラスメントなど、人権問題で悩
みを抱えていませんか。
　法務局では、皆さんが人権に関
する悩みを気軽に相談できるよ
う、相談電話窓口を常設し、法務
局職員や人権擁護委員が相談に
応じています。　※相談無料

　四国財務局に、借金を抱え悩ん
でおられる方々のための「相談窓
口」がございます。多重債務問題
は必ず解決する問題です。悩まず

に相談してください。  ※相談無料
相 談 先 四国財務局 財務広
報相談官 多重債務相談員

☎０８７－８３１－２１５５
受付時間　平日９～12時、13～
17時（祝日・年末年始を除く）

　今年７月24日にアナログ放送は終了
し、地上デジタル放送に移行します。そ
こで、デジサポ徳島による地デジ相談コ
ーナー（無料）を次の日程で設置します
ので、お気軽に相談にお越しください。

　デジサポ徳島 ☎６０３－０２００

多重債務でお悩みの方に

問

問

　南海地震は、今後３０年以内に６０％程度の確率で発生すると言われています。大規模災害が発生した場合、
公共の防災機関は総力をあげて防災活動に取り組みますが全ての地域に対応することは困難です。災害による
被害を最小限に食い止め、いち早く立ち直るためには、地域ぐるみの防災活動が非常に重要な役割を果たします。
自主防災組織を結成されていない地域では、自治会、実行組やご近所などで話し合い、自主防災組織を結成
しましょう。また、自主防災組織をきっかけに地域社会のつながり・結びつきの必要性を再認識し、安心・安全
な暮らしを守る地域社会を形成していきましょう。
　石井町内には、自主防災組織が 127 組織あり、約 5,379 世帯が加入しています。自主防災組織率は、
54.9%(石井 46.2%・浦庄77.6%・高原62.5%・藍畑59.8%・高川原50.0%)です。【平成 23 年 6月22日現在】

※ご相談・お問い合わせは、危機管理対策室 ☎674―1171

天神佐尾地区・天神北地区合同の防災訓練
　天神佐尾地区自主防災会は、今年２月に自主防災組織を発
足し、初めての防災訓練を６月12日に天満神社で行いまし
た。天神北自治会自主防災会と合同で開催し、佐尾地区25
人、天神北36人の合計61人が参加。名西消防署員の協力の
もと、午前10時から約２時間かけて、消火訓練やＡＥＤ操作方
法など災害時の初期行動について学びました。参加者はみな
真剣な表情で説明を聞き、互いに声をかけ合いながら実践し
たり、質問をしたりするなど、熱心に取り組んでいました。
　訓練後、参加者からは「東日本大震災の影響もあって、
みんなの防災に対する関心が高まっていることを感じた。」
といった声が聞かれました。

活動紹
介

ＡＥＤ操作方法

消火訓練

職業相談

午後１時半～３時半

ハローワーク職員

高川原福祉会館・多目的室
☎６７４－０４０３

７月２１日（木）
９月１５日（木）

人権相談

午後１時～４時

石井町人権擁護委員

８月１１日（木）
９月　８日（木）日　程

時　間

相談員

場　所

全国共通人権相談ダイヤル

弁護士による町民無料法律相談

全国共通人権相談ダイヤル
０５７０－００３－０１１０

地デジ相談コーナーの設置

設置日
７月１５日（金）
７月２２日（金）
７月２９日（金）

設置時間
　午前９時～午後５時
設置場所
　石井町役場１階　玄関入口

８月　５日（金）
８月１２日（金）
８月１９日（金）
８月２６日（金）

相 談
高川原福祉会館だより

地域の防災力を高めるために　自主防災組織を結成しましょう
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お問い合わせ先　石井町清掃センター　電話674－6842
石井町では、ごみ削減に取り組んでいます。皆さまのご協力をよろしくお願いします。

清掃センターからのお知らせ

　平成２３年７月から、これまで清掃センターもしくは粗大ごみ集積場所に持ち込みをしてい
ただいていた、ワレモノ・陶磁器類、廃蛍光管を収集します。また、新たに古着・布類についても
分別収集を開始しますので、ご協力くださいますようお願いします。
　なお、清掃センターもしくは粗大ごみ集積場所への持ち込みも従来通り受け付けています。
●収集日について
　ワレモノ・陶磁器類、廃蛍光管と古着・布類の収集日は、次のとおりです。（収集場所に変更はありません。）

●古着・布類について
　洗濯して、きれいにしてから出してください。（ボタン・ファスナーを取り外す必要はありません。）

●指定袋について
　ワレモノ・陶磁器類は指定袋があります。
　廃蛍光管、古着・布類は指定袋がありませんので、透明か半透明の袋（レジ袋なども可。氏名の記入は不要。）に
入れて出してください。また、廃蛍光管は、箱などに入れて割れないように出してください。
●石井町エコポイントについて
　ワレモノ・陶磁器類、廃蛍光管について、清掃センターもしくは粗大ごみ集積場所に持ち込みをしていただい
た場合は、石井町エコポイントを従来通り１種類につき１ポイント差し上げます。ポイントカードに30ポイント
貯まるとエコグッズと交換できます。

　石井町では、ごみ集積場所に出された空き缶や古紙類などの資源ごみを業者らが無断で持ち去るのを防ぐた
め、平成23年６月に「石井町廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部を改正しました。持ち去り禁止の明記
に加え、罰則規定も盛り込んでおり、違反した場合は、20万円以下の罰金が科されることがあります。
●資源ごみとは　缶、びん、ペットボトル、紙製容器包装、プラスチック製容器包装（白トレイ含む）、新聞、雑誌、段ボール、紙パック
●条例施行日　平成２３年９月１日

　東日本大震災の被災地では、地震及び津波の甚大な被害により発生した膨大な量の廃棄物が、復旧・復興に向けた大きな
妨げとなっています。それらを適正かつ迅速に処理するためには、全国規模での広域処理体制の構築が必要とされています。
　こうしたことから、石井町では、徳島県を通じて国からの協力依頼を受け、被災地支援の取り組みの一つとして、災害
廃棄物の受け入れに協力する姿勢を表明しています。また、徳島県内の他市町などでも受け入れを表明しています。
　ただし、放射能を帯びた廃棄物については、低レベルであっても、移動が制限されていますので、石井町に搬入される
ことはありません。また、徳島県においても、放射性物質による汚染が確認された廃棄物など、安全が確認されない廃棄
物は受け入れないと明確にしています。
　現在、具体的なことはまだ国から示されていませんが、実際に受け入れるかどうかについてまだ流動的な部分もあり、
詳細は未定です。今後の情報については、町ホームページ等でお知らせします。

検診種別 内　容

専門の医師が視触診により、乳房の
観察（くぼみ･しこり･リンパ節腫脹･乳
頭からの分泌物の有無等）をする。
マンモグラフィーで見つけられないし
こりが見つかることあり。

視触診

結果判定 検診実施場所･期間等

場所：町内指定医療機関及び
　　　町外指定医療機関
期間：平成23年4月1日～
　　　平成24年3月31日
※今年度より集団検診はなくな
り、個別検診のみ。
料金：無料
※受診票が必要。また、町外
希望の場合、専用の受診票
に交換が必要。受診票がな
い方や町外希望の方は、保
健センターへ事前にお問い
合わせください。

視触診とマンモグ
ラフィーの結果を
総合し、精密検査
の要・不要を判定。

乳房をプラスチック板で挟んで平たく
し、専用の X 線装置で乳房全体を撮
影する。視触診と併用することで乳が
ん死亡率を減少させる効果が証明さ
れている。
※40歳代は乳腺密度が高い人が多い
ため2方向の撮影をする。

乳房X線検査
（マンモグラフィー）

資源ごみの持ち去りを禁止するため、条例の一部を改正しました

ワレモノ・陶磁器類、廃蛍光管、古着・布類を収集します

東日本大震災により生じた災害廃棄物の受け入れについて

ワレモノ・陶磁器類 廃蛍光管、古着・布類

● 石井・浦庄　第２・第４月曜日（※１０月は第３・第５月曜日）
★全地区　第１・第３金曜日

■ 高原・藍畑・高川原　第２・第４火曜日

古布・シャツ類・ブラウス・チョッキ・セーター・ズボン・スカート・タオル・
ハンカチ・カーテン・ウインドブレーカー・着物・スーツ・下着・肌着

靴下・手袋・綿入製品（布団・座布団）・
羽毛製品・ハンカチより小さい布・皮製衣類

収集できるもの 収集できないもの

平成 23年 7月 15 日　第 161 号（9） 広 報 い し い



第７回小・中学校将棋団体戦（日本将棋連盟、
産経新聞社主催）の徳島県大会小学校の部
で藍畑小学校（５年新居幸佑君、６年新居慎
太郎君、住田龍一君）が去年に続いて２連覇！

石井町ボランティアあすなろ会のメンバーが、セブン石井店南側の畑の一角に手作りのユニ
ークなかかしを展示中。そのスペースを活用して、放課後子ども教室や幼稚園などの子ども達
を招き、楽しい腹話術や紙芝居を披露したり、お菓子をプレゼントしたりして活動しています。

子どもたちの笑顔がうれしい！

藍畑小学校２連覇おめでとう！6
12

６月から全ての住宅において住宅用火災警
報器の設置が義務付けられました。町では
５月末までに、ひとり暮らしの高齢者77世
帯に対し火災警報器を設置しました。

ひとり暮らしの高齢者を火災から守るために

中央公民館にて追悼式が行われ、遺族の
方 な々ど約 350 人が参列し、戦没者の冥福
を祈り、平和への誓いを新たにしました。

【写真は遠藤達郎さんの投稿】

石井町戦没者追悼式5
31

国などが展開する「子どもの体力向上啓発事業」の一環で、シドニーオ
リンピック（100ｍ背泳）銀メダリストの中村真衣さんが、浦庄小学校を
訪れ、講話や水泳の実技指導を通して、児童たちと楽しく交流しました。

オリンピック銀メダリスト中村真衣さんの水泳教室6
29

町内５地区の各公民館分館で老人クラブなどの利用者に人気
のカラオケ機器が新しくなりましたので、ぜひご利用ください。

公民館分館のカラオケ機器が新しくなりました

いしい
  スナップ
いしい
  スナップ

石
井
町
の
話
題
を

紹
介
し
ま
す
。

未
来
の
巨
匠
た
ち

久米川ヨシヱさん（高川原）
明治44年6月10日生まれ

1
0
0
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
久
米
川

さ
ん
に
、県
と
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
い
状
と

祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、ど

う
ぞ
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

受賞作品（短歌）
「あめのひのさんぽでみつけたさといもの

はーとのはっぱにびーだまきれい」

仁木 円香さん（高原小２年）

に　き　 ま ど か

しきなみ子供短 歌賞
文部科学大臣賞

受賞作品（絵画）「いのちのリレー」

武市　隼くん（浦庄小４年）

たけいち　　はやと

第８回ブリヂストン
こどもエコ絵画コンクール審査員特別賞

受賞作品（絵画）「森から見える海と遊園地」

田中見那美さん（石井中３年）

た な か　　み な み

第３回鉄鋼スラグ製品と海と森
アートコンテスト最優秀賞

右写真は遠藤達郎さんの投稿

中央公民館で14団体約320人が参加し、
平成23年度石井町スポーツ少年団結団
式が行われました。
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　３
月
11
日
午
後
２
時
46
分
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
全
て
の

テ
レ
ビ
放
送
で
、
津
波
や
原
発
に
よ
る
被
災
地
の
悲
惨
な
状
況
が
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
映
像
か
ら
私
は
、
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
の
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。
で
き
る
こ
と
な
ら
、自
ら
が
被
災
地
に
赴
き
、

支
援
活
動
を
行
い
た
い
旨
を
申
し
出
ま
し
た
。
そ
し
て
、
関
西
広
域

連
合
宮
城
支
援
チ
ー
ム
第
９
陣
と
し
て
、
５
月
13
日
か
ら
22
日
ま
で

の
10
日
間
、
気
仙
沼
市
大
島
で
支
援
活
動
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　現
地
で
の
支
援
内
容
は
、
救
援
物
資
の
搬
入
・
仕
分
け
、
砂
浜
に

打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
れ
き
の
撤
去
、
小
中
学
校
合
同
運
動
会
で

の
炊
き
出
し
等
で
す
。

　合
同
運
動
会
は
、
昼
食
に
弁
当
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
避
難
家

族
が
大
勢
い
る
た
め
、
午
前
中
で
終
了
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
支
援
チ
ー
ム
と
大
島
公
民
館
支
所
長
の
発
案
に
よ

り
、
運
動
会
終
了
後
、
豚
丼
と
ぶ
っ
か
け
う
ど
ん
を
振
る
舞
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
被
災
地
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
活
気
の
あ
る
運
動
会
と

な
り
、
炊
き
出
し
も
大
成
功
で
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
支
援
チ
ー
ム
は
現
地
で
の
支
援
期
間

が
７
日
半
と
い
う
短
い
期
間
で
入
れ
替
わ
る
た
め
、
現
地
の
方
々
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
ず
っ
と
気
が
か
り
で

し
た
。
し
か
し
、
最
終
日
、
運
動
会
で
の
炊
き
出
し
を
終
え
、
帰
県

の
あ
い
さ
つ
を
し
た
と
こ
ろ
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
か
ら
「
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
思
わ
ず
涙
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
た
だ
け
で
な
く
、
全
力
で
支
援
活
動
を

行
っ
た
充
実
感
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　こ
の
10
日
間
は
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
石
井
町
で
の
防
災
対
策
等
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
、
長
期
的
・
継
続
的

な
被
災
地
へ
の
支
援
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

義援金の受付状況
●平成 23 年 3月14日から6月30日までに、皆様から寄せられた義援金は、総額 6,444,276 円です。
　皆様の善意は、日本赤十字社徳島県支部を通じて被災地へお送りしました。

被災地への派遣
●関西広域連合宮城チームの一員として、町役場職員２名（6/10 ～ 6/19）
●中国・四国ブロック派遣の一員として、石井町社会福祉協議会職員２名（5/9 ～ 5/16、5/30 ～ 6/7）

東日本大震災義援金の受付
●被災された方 を々支援するため、皆様からの義援金を受け付けています。
　皆様の温かいご支援ご協力をよろしくお願いいたします。
　受付場所　石井町役場総務課（☎６７４－１１１１）、石井町社会福祉協議会（☎６７４－０１３９）

皆さまの温かいご支援ご協力、本当にありがとうございます。

がんばろう

日本！
　たくさんの方々から義援金が寄せられています。

▲ がれきの撤去作業▲ 運動会での炊き出し

被
災
地

レ
ポ
ー
ト

　東日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
支
援
の
た
め
、
石
井
町
か
ら
も

職
員
を
現
地
へ
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　関西
広
域
連
合
宮
城
支
援
チ
ー
ム
（
第
９
陣
）
に
建
設
課
の

内
藤
泰
典
主
査
が
参
加
し
ま
し
た
。
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イ ラ ス ト 紹 介

みんなのページだよ！

【応募資格】町内にお住まいの方または勤務されている方で、原則全講座（６回）に参加できる方
【日程及び内容】
第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

  ７月２０日（水）
  ８月２３日（火）
  ９月１７日（土）
１０月２１日（金）
１２月  ３日（土）
平成２４年１月１８日（水）

開講式、「同和問題について」　講師：中西文義さん（県人権問題講師）
「男女共同参画社会をめざして」　講師：臼杵秀子さん（県人権教育指導員）
大阪人権博物館・コリアタウン（※貸切バスにて終日、視察研修）
「障がい者と人権」（アイマスク・車イス体験）　講師：川島成太さん（有誠園園長）
石井町総ぐるみ人権啓発研修大会　講師：松村智広さん（みえ人権教育・啓発研究会代表）

まとめ、閉講式
【時間】午後１時半～４時半　【場所】高川原福祉会館ほか　【参加費】無料

石井町人権啓発講座「えがお」講座生募集 ～育てよう　一人ひとりの　人権意識～

いのちをみつめて 自殺予防の現場から見えてきたもの

●羽ノ浦情報文化センターコスモホール ８月２６日（金）　開場１８：３０　開演１９：００
●あわぎんホール（県郷土文化会館） ８月２７日（土）　開場１３：３０　開演１４：００
大人前売り１，２００円（当日１，５００円）　学生前売り１，０００円（当日１，２００円）
小中学生無料　◎入場料、収益金の一部は東日本大震災義援金に寄付させていただきます

徳島いのちの電話　社会福祉法人　徳島県自殺予防協会　☎６５２－６１７１

徳島いのちの電話チャリティ講演会2011

講 師 白浜バプテスト基督教会牧師
ＮＰＯ法人 白浜レスキューネットワーク 理事長 藤藪　庸一 氏
著書：「自殺志願者」でも立ち直れる（講談社）

いしいドーム
お盆期間中の営業時間

8月12日（金）・13日（土）… 午前10時～午後5時
8月14日（日）……………… 午前 9時～午後5時
8月15日（月）……………… 休館日

中山　恵さん（関）外木　雄さん（神奈川県）北原周弥さん（高川原）近藤君惠さん（下浦）

森本美沙季さん（城ノ内）寒川あやかさん（石井）笠井綾乃さん（関）

町内５地区の各公民館分館で
老人会カラオケ部などが利用し
ているカラオケ機器が新しくな
りました。

公民館分館のカラオケ機器が
新しくなりました

問

問 受講を希望される方は、石井町教育委員会社会教育課　☎６７４－７５０５　または　高川原福祉会館　☎６７４－０４０３まで

いしいドーム
☎６７５－２２１１

問
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　ハガキに記入例のように答えを書いて、応募方法により8月15日（月）
役場必着でご応募ください。抽選で 5名の方に1,000円の図書カードを進呈します。

○に入る言葉は何でしょう。

［問１］地域の防災力を高めるために、○○○○組織を結成しましょう。

［問２］「石井町○○○公園夏祭り」が、８月６日（土）に開催されます。

※　記入例
【問１】 ○○○○組織
【問２】 ○○○公園
住所・氏名（フリガナ）・
年齢（または学年）など

応

募

方

法

●
ハ
ガ
キ
で

◆
広
報
ク
イ
ズ

◆
短
歌
、
俳
句
、
川
柳

◆
イ
ラ
ス
ト
（
か
な
ら
ず
黒

の
油
性
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ

さ
い
・
カ
ラ
ー
不
可
）

◆
サ
ー
ク
ル
紹
介

◆
作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
・

教
え
て
欲
し
い
事
な
ど

●
封
書
で

◆
赤
ち
ゃ
ん
紹
介
、
か
わ
い
い

ペ
ッ
ト
紹
介
な
ど
（
写
真
に

コ
メ
ン
ト
も
添
え
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
）

◆
広
報
い
し
い
の
表
紙
や
い
し

い
ス
ナ
ッ
プ
を
飾
る
写
真

（
未
発
表
作
に
限
り
ま
す
）

　住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・

年
齢
（
ま
た
は
学
年
）
を
か
な
ら

ず
書
い
て
郵
便
で
お
送
り
下
さ
い
。

　な
お
、
応
募
多
数
の
場
合
は
掲

載
で
き
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
応
募
ハ
ガ
キ
等
は
お
返

し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

く
わ
が
た
の
幼
虫
み
つ
け
た
ビ
オ
ト
ー
プ
自
然
が
一
杯
深
呼
吸
し
た

庭
す
み
で
あ
る
か
な
き
か
の
匂
い
す
る
重
り
散
る
や
山
吹
き
の
花

快
晴
の
春
の
雪
道
踏
み
し
め
て
天
を
仰
い
だ
大
谷
ウ
ォ
ー
ク

あ
る
じ
な
き
山
家
跡
に
も
春
深
く
山
菜
宝
庫
や
そ
っ
と
い
た
だ
く

ア
ナ
ロ
グ
を
地
デ
ジ
に
か
え
て
ゆ
と
り
な
く
世
間
な
み
出
来
我
が
家
の
く
ら
し

ス
タ
ッ
ト
レ
ス
今
日
も
一
日
あ
り
が
と
う
活
躍
ね
が
う
ま
た
再
会
ま
で

車
業
町
一
番
の
稼
ぎ
人
見
栄
グ
チ
苦
労
自
慢
語
ら
ず

世
界
中
つ
な
が
っ
て
い
る
空
の
ご
と
真
心
つ
な
が
る
地
震
の
傷
跡
に

つ
ぎ
つ
ぎ
と
咲
く
花
を
見
て
五
月
晴
れ
　

逝
く
春
や
老
鶯
の
挽
歌
前
山
で
聞
く

登
り
藤
匂
ふ
山
道
お
遍
路
様
も

紫
陽
花
も
雨
に
恋
し
て
色
香
増
し

潮
騒
や
黒
鯛
の
引
き
激
し
く
て

麦
秋
や
珍
し
き
な
り
麦
畑

万
緑
や
孫
の
ろ
く
ろ
の
よ
い
手
付
き

梅
雨
ど
き
は
犬
の
散
歩
も
天
気
待
ち

年
寄
り
と
言
わ
れ
た
く
な
い
年
に
な
り

保
証
書
が
切
れ
た
こ
ろ
か
ら
故
障
す
る

早
く
す
る
そ
れ
が
政
治
の
つ
と
め
で
は

武
田
航
さ
ん
（
城
ノ
内
）

桑
村
千
代
子
さ
ん（
下
浦
）

中
川
美
智
子
さ
ん（
下
浦
）

井
上
澄
子
さ
ん（
加
茂
野
）

中
山
幸
子
さ
ん
（
関
）

美
馬
ト
シ
子
さ
ん（
下
浦
）

長
野
文
夫
さ
ん
（
桑
島
）

松
島
秀
子
さ
ん
（
石
井
）

川
上
敏
子
さ
ん
（
高
畑
）

井
内
斐
子
さ
ん
（
天
神
）

山
口
テ
ル
子
さ
ん
（
下
浦
）

泉
史
子
さ
ん
（
下
浦
）

阿
部
敏
弘
さ
ん
（
石
井
）

喜
多
盛
さ
ん
（
石
井
）

多
田
フ
ミ
子
さ
ん
（
平
島
）

遠
藤
藤
恵
さ
ん（
城
ノ
内
）

遠
藤
達
郎
さ
ん（
城
ノ
内
）

井
内
宏
さ
ん
（
天
神
）

一
宮
一
郎
さ
ん
（
石
井
）

図書カードを当てよう！広報クイズ

5 月号の答え「①７８②ふじっこ」5 月号の当選者は次のとおり《敬称略》です、おめでとうございます。
吉成風花（石井）、喜多盛（石井）、中村晴美（城ノ内）、久米美子（内谷）、秋山芳枝（下浦）
５月号の応募総数は 77 通でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
紹
介

役場玄関入口に町内5幼稚園の園児たち
がつくったかわいい作品を展示していま
す。季節ごとに作品も変わりますので、
役場にお越しの際は、ぜひご覧ください。

▲高川原幼稚園児の作品（6月）

幼稚園児の作品を展示中

子どもから大人まで楽しみましょう♪
◆と　き 　７月２２日（金）午後７時30分～
◆ところ 　石井分館
◆参加費 　無　料
◆主　催　石井町国際交流協会
◆申込先 　石井町役場総務課
 　☎６７４－１１１１

ハワイアンダンス体験

う
た
や
ま

あ
と
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～がんばろう日本・心を一つに・いしいの街から元気を！～

石井町飯尾川公園夏祭り

〈お問い合わせ先〉
石井町飯尾川公園夏祭り実行委員会　事務局　石井町社会福祉協議会　☎088-674-0139
 石井町役場　　総務課 ☎088-674-1111

開催日時 平成23年 8月6日 (土 )
10：00～21：30

場   　所 飯尾川公園（石井町高川原）
※会場周辺に、臨時無料駐車場　約 900 台有り

主な内容 ■楽しいイベントが盛りだくさん！ 
10:00～ オープニング、ちびっこみこし

10:30～ 【第1部】JRT四国放送カラオケ大賞〈予選〉

13:30～  JRT四国放送カラオケ大賞〈本選〉

15:00～ 徳島県警察音楽隊

16:00～ 【第2部】バトン隊、大ビンゴ大会、ダンス、

   阿波踊りなど

20:00～ 打ち上げ花火

★よしもと徳島県に住みます芸人・キャンパスボーイも
出演するよ♪

※大ビンゴ大会のビンゴカードは1枚100円で販売し、
　東日本大震災義援金として寄付します。
※イベントの内容などは、若干の変更が生じる場合があります。

■模擬店 約 90 店舗
お化け屋敷 (3Dホーンテッドハウス )や

オリジナルジグソーパズルなどもあるよ♪

皆さんお誘い合わせのうえ、ぜひ石井町飯尾川公園夏祭りにお越しください。

飯尾川公園（石井町高川原）

P 1

P 2

P 3

P 4

P 6
徳島鴨島バイパス

飯尾川
公　園

P 5

←鴨島

↑
六
条
大
橋

国
道
1
9
2
号
線
↓

徳島→

フジグラン
石井 青木神社

石井町役場

臨時駐車場のご案内

　　：青木神社 南 ：高川原小学校運動場 ：石井町役場
　　：ＪＡ名西郡 ：石井中学校運動場 ：フジグラン石井 西
※会場内は特定者以外の車両の乗り入れはできません。
　駐車場に限りがありますので、車はなるべくご遠慮ください。

P 1 P 2 P 3
P 4 P 5 P 6
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